
安
然

に
お
け
る

『
密
厳
経
』
(
北

尾
)

安
然

に
お
け
る

『密
厳

経
』

北

尾

隆

心

安
然
の
代
表
作
と
し
て
重
要
と
さ
れ
る

『教
時
義
』
(大
正
七
五
)
と

『菩
提
心
義
抄
』
(大
正
七
五
)
と
の
二

つ
の
著

作

の
中

に
は

『密
厳

経
』
(大
正

一
六
)
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の

『
密
厳
経
』

に
は
漢
訳

と
し
て
日
照
訳
と
不
空
訳
と
が
存
す
る
の
で
あ

る
が
、
『
教

時
義
』
に
お
い
て
は
日
照
訳
の
み
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『教
時
義
』
に
は

『密
厳
経
』
の
引
用
が
六
箇
所
あ
り
、
そ
の
内

の

二
箇
所

(
三
七
五
c
・
三
七
六
b
)
は
金
指
環

の
喩

(日
照
訳
七
四
七
a
、

不
空
訳
七
七
六
a
)
を
引
い
て
い
る
の
で
あ
り
、

こ
の
喩
は
両
訳
共
に
同

じ
で
あ

っ
て
ど
ち
ら
の
訳
か
区
別
で
き
な
い
が
、
他

の
四
箇
所
よ
り
明

ら
か
に
日
照
訳
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

第

一
は

「密
厳
経
云
。
心
有
二
八
種
殉
或
復
有
レ九
。
与
二無
明
一倶
為
二

日
照
訳

に
は
な

い

世
間
因
幻
世
間
悉
是
心
心
法
現
。
錐
下是
心
心
法
及
以
レ
諸
根
生
滅
流
転

為
二無
明
等

一之
所
中
変
異
加
其
根
本
心
堅
固
不
動
。
」
(三
七
五
a
)
で
あ

り
、

こ
れ
は
日
照
訳

(七
三
四
a
)
と

一
致
す
る
の
で
あ
り
、

そ
れ
に
対

し
て
不
空
訳
は
偶
頒
で

「八
種
九
種

心

常

与
二無

明
一転

能
生
二諸

世
間

皆
心
心
法
現

由
レ
彼
流
転
故

諸
識
与
二諸
根

一

無
明
所
二

変
異
一

本
心
堅
不
動
」
(七
五
九
c
七

六
〇
a
)
と
あ

っ
て
全

く
違

う

の
で
あ
る
。
第

二
は

「密
厳
経

云
。
浬
繋
若
滅
壊
衆
生
有
二終
尽
殉
衆
生

若
有
レ終
是
亦
有
二初
際
殉
応
レ有
下
非
二生
法

一而

始
作
中
衆
生
加
無
レ
有
下

非
二衆
生

而
生
中衆
生
界
加
」
(
三
七
六
b
)
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ

も
日
照
訳

(七
二
七
c
)
と

一
致
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
不
空
訳

(
七
五

二
b
)
で
は
こ
の
部
分

の

「衆
生
」
が

「有
情
」
と
な

っ
て
お
り
異
な

る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
第
三
は

「密
厳

経

云
。
密
厳

土
中
人

一
切
皆
同
レ
仏
無
レ有
二刹
那
壊
ご

(
三
八
八
a
)
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
対

応
す
る
日
照
訳
は

「密
厳
中
之
人

一
切
同
二於

仏
一
超
二過
刹
那
壊
ご

(七
二
五
b
)
で
あ
り
、
不
空
訳
で
は

「密
厳
中
之
人

一
切
同
二仏
相
一

超
二
越
刹
那
壊
こ

と
あ
る
の
で
あ
り
、
日
照
訳

で
は

「仏
」
と
あ

る

と
こ
ろ
が
不
空
訳
で
は

「仏
相
」
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ

っ
て
こ
の
こ

と
よ
り
こ
の
引
用
が
日
照
訳
の
取
意
文
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
第
四
は

「密
厳
経
云
。
密
厳
仏
土
是
大
智
慧
是
大
寂
静
」

(
四
二
七
c
)
で
あ
り
、

こ
の
部
分
に
相
当
す
る
目
照
訳
は

「密
厳
仏
土

是
最
寂
静
是
大
浬
繋
。
是
妙
解
脱
是
浄
法
界
。
亦
是
智
慧
」
(七
三
四
C
)
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と
あ
り
、

不
空
訳
で
は
偶
頗
で

「密
厳
微
妙
土

是
最
勝
寂
静

亦
是

大
浬
葉

解
脱
浄
法
界

亦
是
妙
智
境
」
(
七
六
一
a
)
と
あ

っ
て
、
「密

厳
仏
土
」

と
い
う
語
等
よ
り
こ
の
引
用
が
日
照
訳
の
取
意
文
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
四
箇
所
よ
り
安
然
の

『教
時
義
』
に
お
け
る

『密
厳
経
』
の

引
用
が
す

べ
て
日
照
訳
で
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
よ
り

『
教
時
義
』
の
成
立
期
に
は
安
然
は
不
空

訳
の

『
密
厳
経
』
を
見
て
お
ら
れ
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮

定
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
仮
定
は
前
述

の
如
く
に
引
用
に
お
い

て
不
空
訳

の

『密
厳
経
』
を
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る

が
、
特
に
前
述
の
第
三
に
お
い
て
不
空
訳
が
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

大
き
な
根
拠
と
な
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
安
然
は

『
教
時
義
』

に
お
い
て
最
澄
の

『守
護
国
界
章
』
(大
正
七
四
)
を
度

々
引

い
て
お

ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の

『
守
護
国
界
章
』

に
お
い
て
最
澄
は

「麓

の

食
者
会
二密
厳
経
文

云
。

密
厳
土
人
有
レ
ニ
。

一
性
。

二
相
。
此
会
釈

の

者
。
専
違
二経
旨

鹿
食
者
未
レ
見
一薪

経
鱒
有
二
此
妄
会
幻
新
経
文
云
。

密
厳
土
之
人
。

一
切
同
二
仏
想

超
二越
刹
那
壊
幻
既
云
二
仏
相
殉
堂
作
二

の

性
相
会

一哉
。
此
経
正
文
。
如
二日
照
7闇
。
更
不
レ
可
レ
疑
。
」
(二
二
四
a
)

と
述

べ
て
い
る
の
で
あ
り
、

よ
り
最
澄
が

日
照
訳

よ
り
不
空
訳

(新
経
)
を
正
文
と
し
、
天
台
宗
と
し
て
選
択
さ
れ
た

こ
と
が
分

か
る

の
で
あ
り
、
ま
た
、

こ
の
部
分
で
最
澄
が
問
題

と
し

て
い
る

『
密
厳

経
』

の
文

は

か
ら
も
分
か
る
如
く
前
述
の
第

三
の
引
用
部
分
と
同
じ

と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
こ
の
こ
と
か
ら
も
若
し
安
然
が
不

空
訳
を
見
て
お
ら
れ
た
な
ら
ば
不
空
訳
を
使
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま

た
、
使
わ
れ
な
い
な
ら
ば
そ
れ
な
り
の
理
由
を
示
め
さ
れ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
現
実
に
は
日
照
訳
が
使

わ
れ

て
い
る
の

で
あ

り
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
理
由
に
つ
い
て
も

一
切
述

べ
ら
れ
て
い
な
い
の

で
あ
る
。
故
に
安
然
は

『
教
時
義
』
作
成
当
時
は
不
空
訳
を
全
く
見
て

い
な
か

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て

『菩
提
心
義
抄
』
で
は
ど
う
か
と
云
う
と
、

こ
の
書

に
は

『密
厳
経
』

の
引
用
が
四
箇
所
存
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
内

の
二

箇
所

(
五
三
〇
a
五

三
八
b
)
は
前
述
の
金
指
環

の
喩
で
あ

っ
て
ど

ち

ら
の
訳
か
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
後

の
二
つ
の
内

の

一
つ

(四

八
〇
b
)
は
前
述
の

『
教
時
義
』
の
第
四
の
引
用
と
同
じ
で
あ

っ
て
日

照
訳
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
う

一
つ
は

「若
二

密
厳
経
云
一
。心
性
本
清
浄
不
レ
可
レ
得
二思
議

是
如
来
妙
蔵
。
如
三金
処
二

於
磯
殉
意
生
レ従
二蔵
識

余
六
亦
復
然
。
識
六
種
。
或
多
差
別
。
於
二

三
界
頼
耶

与
二
諸
蕪
及
余
心
法
等
染
浄
諸
種
子

錐
二
同
住

無
レ
染
。
仏

不
空
訳
に
は
な
い

種
性
亦
然
。
定
非
定
常
浄
。
如
下
海
水
非
こ常
住

波
潮
而
転

移
加
頼
耶

亦
復
然
。
随
二諸
地
差
別
一修
有
二
下
中
上
一捨
レ染
而
明
顕
云
云
」
(
五
四
〇

a
)
で
あ
り
、

こ
の
部
分
に
相
当
す
る
日
照
訳

は

「心
性
本
浄
不
可
思

議
。
是
諸
如
来
微
妙
之
蔵
如
二
金
在

磯
。
意
従
レ
心
生
余
六
亦
然
。
如
レ

是
多
種
於
二世
法
中

一而
為
二
差
別
幻
仁
主
。
阿
頼

耶
識
。
錐
レ
与
二能
蕪

及
諸
心
法
。
乃
至

一
切
染
浄
種
子
殉
而
同
止
住
性
恒
明
潔
。
如
来
種
姓

安
然

に
お
け

る

『
密
厳
経
』
(
北

尾
)
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安
然
に
お
け
る

『密
厳
経
』
(北

尾
)

応
レ知
亦
然
。
定
不
定
別
体
常
清
浄
。
如
二
海
常
住
波
潮
転
移
。
阿
頼
耶

識
亦
復
如

レ是
。
諸
地
漸
修
二
下
中
上
別
殉
捨
二諸
雑
染
一而
得
二明
現
ご

(七
二
七
b
)
と
あ
り
、
明
ら
か
に
相
違
す
る

こ
と
が
分

か
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、

こ
の
部
分
は
完
全
に
不
空
訳

(七
五
二
a
)
と

一
致
す
る

の
で
あ
り
、
『
菩
提
心
義
抄
』
に
お
い
て
は
不
空
訳
の
引
用

が
あ
る
こ

と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

『菩
提
心
義
抄
』
に
お
い
て
は

日
照
訳
と
不
空
訳
と
の
両
訳
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ

り
、
そ
れ
は

「具
如
二
上
文
及
真
言
宗
教
時
義
中

云
云
」
(五
五
九
b
)
と

あ
る
如
く

こ
の
書
は

『
教
時
義
』
を
前
提
と
し
て
造
ら
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
り
、

そ
れ
故

に

『
教
時
義
』
に
お
い
て
引
用
し
た
部
分
と
同
じ
と

こ
ろ
は
日
照
訳
を
使

い
、
新
た
な
引
用
に
は
不
空
訳
を
使
わ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
故
に
安
然
は

『菩
提
心
義
抄
』
の
頃
に
は
両

訳
を
見
て
お
ら
れ
た
こ
と
が
は

っ
き
り
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
前

述
の

「具
如
二上
文
及
真
言
宗
教

時
義
中

」云
云

と
い
う

と
こ
ろ
よ
り

『教
時
義
』
が

『菩
提
心
義
抄
』
よ
り
以
前
に
造
ら
れ
た

こ
と
は
は

っ
き
り
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

つ
ま
り
、
『
菩
提
心
義
抄
』

に

「干
レ時
仁
和
元
年
十

一
月
二
十

日
略
抄

畢
焉
」
(
四
五
一
a
)
、
「
仁

和
元
年
十

一
月
二
十

一
日
略
抄
畢
」
(
五
五
六
c
)
と
あ
る
如
く
こ
の
書

の
製
作
年
代

で
あ
る
仁
和
元
年

(
八
八
五
)
十

一
月
二
十
日
頃
よ
り
も
以

前
に

『
教
時
義
』
は
造
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、

こ
の
こ
と
は

『密
厳
経
』
を
通
し
て
見
る
と
よ
り
明
確
に

な
る
の
で
あ
り
、
『
教
時
義
』

の
撰
述
年
代
を
知
る

一
つ
の
手
懸

を
与

え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
手
懸
と
は
、
前
述

の
如
く

『菩
提
心
義

抄
』
で
は
両
訳

の

『密
厳
経
』
を
見
て
い
る
が
、
『
教
時
義
』
で
は
日

照
訳
の
み
で
全
く
不
空
訳
を
見
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま

り
、
『
教
時
義
』
は
安
然
が
不
空
訳
の

『密
厳

経
』
を
見
る
以
前

に
撰

述
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
し
て
見
る
と
元
慶
九
年

(
八
八
五
)
正
月

二
八
日
に
編
集

さ
れ
、
仁
和
元
年
三
月
三
日
に
改
修
さ
れ
た
安

然

の

『
八
家
秘

録
』

(大
正
五
五
)
に
は

「新
訳
密
厳
経
三
巻

内
云
大
乗
密
厳
経
御
製
序
不
空
訳
貞

元
新
入
目
録
海
云
密
厳
経
三
巻
不
空

大

乗
密
厳

経
三
巻

貞
元
梵
釈

大
乗
密
厳
経
入
密

厳
微
妙

生
身

品

一
巻

円
覚
加
本

(

二
〇
C
a
)
 

と
あ
り
、
不
空
訳

『密
厳
経
』

の
名
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

っ
て
、
故
に
安
然
は

『
八
家
秘
録
』

作
成
当
時
に
は
不
空
訳
を
見
て
お
ら
れ
た
も
の

と
思

わ
れ
る

の
で
あ

る
。
ま
た
、
特
に

『
八
家
秘
録
』
に

「大
乗
密
厳

経
入
密
厳
微
妙
生
身

品

一
巻

円
覚
加
本
」
と
あ
る
の
は
不
空
訳

『密
厳

経
』
の
中
の

「入
密

厳
微
妙
身
生
品
」
を
指
す
の
で
あ
り

(日
照
訳
は

「妙
身
生
品
」)
、
前
述

の

『菩
提
心
義
抄
』
の
不
空
訳
か
ら
の
引
用
は

こ
の
品
の
中
の
文
の
引

用
な
の
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
に

『
八
家
秘
録
』
の
頃
に

は
安
然
は
不
空
訳
を
見
て
お
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
故
に

以
上
よ
り

『密
厳

経
』
を
通
し
て
見
る
な
ら
ば

『教
時
義
』
は

『菩
提

心
義
抄
』
よ
り
以
前
に
作
成
さ
れ
た

『
八
家
秘
録
』
よ
り
も
以
前
に
撰

述
せ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

(大
正
大
学
大
学
院
)
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